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本研究は、青少年の性に関する情報源の活用の実態を把握し、情報源と性のイメージの関係を検証すること

を目的とし、第６回青少年の'性行動調査')のデータ*の二次分析を行った。個人の特徴による性交関連の情報

源の種類と活用のしかたの違いと、友人、恋人、先輩など身近な人間関係による、あるいはコミック、ＡＶ、

インターネットの媒体による性交の情報源では、活用のしかたと性のイメージとの関連性が確認できた。今後

必要な詳細かつ高次の分析の前段階として、青少年を取り巻く情報環境との関係の中で、青少年の健全な性行

動につながる性に関する意識や態度の醸成に向けた施策を考える必要性を再確認する結果を示した。

１．背景

わが国では近年、性の問題に限らず、青少年の健全な育成のため、情報環境の整備が進

められている。未成年者でのインターネットの普及率が極めて高くなり、ネット上では青

少年にとって不適切な'情報が氾濫しているという状況を踏まえ、平成20年６月、「青少年

が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」（青少年イン

ターネット環境整備法）が成立し、平成21年４月１日より施行された2)。また、平成22年

12月に東京都青少年健全育成条例改正案が議会で可決・成立し、平成23年７月より施行さ

れることとなった3)。この改正により、漫画やアニメーションも性的描写の規制の対象に

なるとともに、青少年のインターネット利用とその他の媒体販売などの環境整備強化のた

めに、行政、事業者、保護者の責任がさらに強く求められるようになる。

このような東京都の動きは、社会が青少年の情報環境の現実について再考し、議論が活

性化する機会となった。青少年の性について、メディアが与える影響は国際的な多くの研

究で示されている$､5)。しかし、立法や施策としてのマスメディアへの介入の議論におい

て、民主主義社会における「表現の自由」との対立が大きな問題となる。また、情報化社

会を完全にコントロールすることは、現実的ではない。したがって、‘情報を受け取る側の

力「メディアリテラシー」の向上も重要であろう6)。さらに、青少年の性については、異

なる‘情報源が異なる影響を与えるという欧米の研究もあり7.12)、友人や親など身近な人間

関係の重要性にも目を向ける必要性が示唆されている。青少年の性関連行動や意識に異な

る影響を与える情報源へは、異なる対処が必要である。我が国の青少年において、′性関連

の意識や態度、行動に情報源はどのような影響を与えているのか、検証してみることで健

＊本研究に用いたデータは、「社会・意識調査データベースSORD作成プロジェクト」事務局に提供さ

れた日本性教育協会が共同で実施した第６回青少年の性行動全国調査（研究代表者：原純輔）デー

タを、著者が使用の申請をし、許可を得て入手、使用した。
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全な性意識や態度を醸成し、行動を促す具体的かつ有用なアプローチを検討する材料とす

ることができると考える。

２．目的

以上のような観点から、本研究は青少年の性に関する‘情報の'情報源活用の実態の把握、

および情報源と‘性に関するイメージの関連’性を検証するために探索的分析を行うことを目

的とした。

３．方法

本研究は、第６回青少年の性行動調査')のデータを対象に二次分析を行った。

(1)青少年の性行動調査

この調査は、1974年からほぼ６年おき（1981年、1987年、1993年、1999年、2005年）

に中学生以上の青少年を対象に、青少年の性に関する行動や意識の時系列的な追跡を主

な目的として、実施されている。特に、第３回の1987年からは、町村および大学生・短

期大学生のサンプルも加え、地域的、年齢的な偏りのない青少年の性行動の現状の把握

が可能になった。この調査は、第１回から同一の調査項目を含めることで、経年比較を

可能にする一方、社会の変化に応じた調査項目を入れることで、時折の問題・課題を浮

き彫りにすることできるという特徴を持っている。たとえば、1993年以降、性的被害の

経験の項目が加えられている。また、本研究が分析の対象とした第６回では特に、社会

の'情報化による青少年に対する影響に焦点を当て、携帯電話の利用と友人関係のあり方、

インターネットによる'性'情報への暴露と'性行動の違いの関係'性を検証するための調査項

目が入れられていることが特徴的である。

本研究が分析対象とした第６回調査データには、大都市、中都市、町村の各４地点か

ら、中、高、専門、大学生がサンプリングされ、5,510名分の有効回答が含まれている')。

②変数

分析では性のイメージ、性交の情報源、そして性別、年齢、学校種別、地域、そして性

交経験の変数を用いた。

１）性のイメージ

性のイメージは、「あなたは「性」とか「セックス」という言葉について、どのような

イメージをもっていますか」という問いとともに、「明るさ｣、「楽しさ｣、「きれいさ｣、

｢よさ｣、「軽さ｣、「恥ずかしさ」の６つ形容ついて４段階で回答する質問項目を利用した。

たとえば、「明るさ」について、回答者は「１．明るい｣、「２．どちらかといえば明るい｣、

「３．どちらかといえば暗い｣、「４．暗い」の中から一つを選択する。分析に際して、１

から４を４から１としてリコードし、１から４の点数の尺度として扱うこととした。

２）性交の'情報源

調査票中の、男女交際、性交、避妊についての情報源として、「１．親きょうだい」「２．

友人」「３．恋人」「４．先輩」「５．教師」「６．教科書」「７．コミックス／雑誌」（以下、

コミックス）「８．ポルノ雑誌（Ｈ雑)／アダルトビデオ」（以下、ＡＶ）「９．インターネッ
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ト」「10．その他」「10．とくになし」の中から、それぞれ３つずつ選択する質問の中から、

’性交の‘情報源のみを分析対象とした。それぞれ、選択されていれば１，選択されていなけ

ればＯとされる。

さらに、情報源として選択されている項目数を算出し、０から最多で３つのうち、２つ

以上（２，または３）を「複数選択あり」とし、０または１を「複数選択なし」とする変

数（｢‘情報源複数選択｣）を作成した。この変数と選択された‘情報源の変数を組み合わせる

ことで、単独の情報源として選択された場合と、複数の'情報源のうちの一つとして選択さ

れた場合を区別することを可能にした。したがって、性交情報源については１から10項目

と「情報源複数選択」を掛け合わせた４つのグループ「選択なし、情報源１つ以下」「選

択あり、情報源２つ以上」「選択あり、情報源１つ以下」「選択あり、情報源２つ以上」か

らなるカテゴリ変数として扱った。

３）個人の特徴

基本属性である‘性別（男子、女子)、学校種別（中学校、高等学校（普通科)、高等学校

(職業科)、専門学校、大学（国公立)、大学（私立))、そして地域（大都市、中都市、町

村）はカテゴリ変数、そして年齢は尺度変数として扱った。

‘性交の情報源および‘性のイメージ双方と相関が想定される性交経験を分析に含めること

としたが、これは質問紙の中で「あなたはいままでに、セックス（性交）の経験がありま

すか」という問いに対し回答者が「１．ある」または「２．ない」を選択する質問項目を

利用した。

③分析方法

１）性交情報源の違い

個人の特徴のうちカテゴリ変数である性別、学校種別、地域、性交経験による性交情報

源の活用の違いについてクロス集計を行い、分布を検証した。また尺度変数である年齢は、

‘性交‘情報源の４グループの平均を算出した。

２）性のイメージとの関連

性のイメージについて、まず主成分分析による因子分析を行い、因子得点を算出した。

個人の特徴の４つのカテゴリ変数および、１０つの′性交‘情報源についてはカテゴリ間の６つ

の個別のイメージの尺度変数と算出された因子得点それぞれの平均を比較するために、一

元配置分散分析を行った。年齢は一般線形モデル（以下、ＧＬＭ）を用いて分析を行った。

次に、′性交'情報源の変数と'性のイメージの関連性をみるために、‘性のイメージの点数を

従属変数とし、１０つの性交情報源と「特になし」を独立変数としてGLMを用いて統計解

析を行った。さらに次の段階として、個人の特徴の５変数を加え同様にGLMを用いて統

計解析を行った。１１の性交情報源変数のみのモデル、および個人の特徴の５変数を加えた

モデルそれぞれのＲ２乗値およびモデル内の各変数のＦ値を検証した。

なお、統計解析はSPSSVer､18を利用した。

４．分析結果

(1)回答者の記述統計

平均年齢は16.4歳（ＳＤ＝2.75）で、最少は12歳、最高は30歳であった。個人の特徴に
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②性交に関する'情報源

選択された性交‘情報源種類と数の分布の様子を表－２に示した。約半数（49.9％、Ｎ＝

2,573）の回答者が友人を選択し、コミックス（31.3％、Ｎ＝1,617)、ＡＶ（23.5％、Ｎ＝1,

214)、教科書（18.9％、Ｎ＝974）と続いた。16.9％（Ｎ＝874）が特になしと回答してい

る。６割以上が性交に関する情報源として２つ以上のものを選択した。

表－２選択された情報源の種類と数の分布

関するカテゴリ変数の分布を表－１に示した。男女はそれぞれ50.0％（Ｎ＝2,755）で、学

校種別では中学校がもっとも多く39.7％（Ｎ＝2,187)、続いて31.9％（Ｎ＝1,759）が高等

学校（普通科)、12.3％（Ｎ＝677）が大学（私立）と続いた。地域別では大都市がもっと

も多く47.1％（Ｎ＝2,593）を占めた。回答者のうち、26.3％（Ｎ＝1,422）が性交経験あり

と報告した。

表－１性別、学校種別、地域、性交経験の分布

度数(N）

性交の愉報源(N=5160）度数（N）％

性別

学校種別

男

女

中学

高等学校(普通科）

高等学校(職業科）

専門学校

大学(国公立）

大学(私立）

大都市

中都市

町村

ある

ない

2755

2755

2187

1759

４２０

６６

４０１

677

2593

1747

1170

1422

3978

50.0

50.0

39.7

31.9

７．６

１．２

7.3

12.3

47.1

31.7

21.2

26.3

73.7

地域

性交経験

親きょうだい

友人

恋人

先盟

教師

授業教科密

ｺﾐｯｸｽ

ＡＶ

インターネット

その他

特になし

０

－５８－

217

2573

７１６

８５０

３９２

９７４

１６１７

１２１４

８２８

７４

８７４

874

1085

1233

１９６８

4.2

49.9

13.9

16.5

7.6

18.9

31.3

23.5

16.0

1.4

16.9

16.9

21.0

23.9

38.1

種類

２
３

数

次に、表－３は個人の特徴と、性交情報源の種類と複数の選択があるかどうかにより作

成した４つのグループからなる変数による分布を示している。

性別による違いを見てみると、女子では男子と比較して恋人を、特に複数の'情報源の一

つとして活用している。同様の傾向は、教科書とコミックスで見られる。一方男子では、

ＡＶとインターネットを複数の‘情報源の一つとして活用している割合が女子より高かった。

学校種別では、中学生では友人が‘性交情報源として選択される割合は全般的に低く、選

択される場合、他の高学年カテゴリでは複数のものとして選択される傾向が強いのに対し、

唯一のものとして選択される傾向が見受けられた。特に専門学校生では、友人と恋人が複

数の性交情報源の一つとして選択される割合が他と比較して際立って高く、恋人は国公立

と私立の大学生でも約４分の１の割合で複数の情報源のうちの１つとして選択された。先

輩、教師、教科書は高校生に複数のものの一つとして選択される割合が比較的高かった。



39.9％（646）

53.蘭（873）

０.閲（13）

５.説（的）

表－３個人の特徴と性交情報源の選択の分布

年齢地域 性立軽駿学校段別性別

(13）

(46）

畠等学校

(目具科）

（397）

大学

(国公立）

（392）

緯
迦
陶

Ｉ
高募学校

(普通科）

（1662）

中包市

(1621） １

噸
峰Ｉ

専門学校

（64）

大穂市

(2444）

平均（極皐価遡

16.5（2.767）ｊ

る
鋤

あ
い ｊ

い
創

な
弱く

女

(2578）

中学校

(1982）ｊ

男
麹Ｉ

合計

(5160）

(5)

(2.52）

(2.75）

(2.649）

(2.619）

23.脳（90）

73.0％（286）

０.酬（２）

３.餅（14）

20.2％（134）

75.4％（500）

34.611（845）

60.4％（1476）

0.4％（９）

4.7％（114）

40.5％（657）

55.蝋（906）

0.1％（２）

３.馴（56）

40.弱（443）

56.酬（616）

0.説（３）

3.崎（33）

18.2％（253）

77.2％（1074）

0.1％（２）

4.弱（62）

45.筋（1656〉

51.側（1877）

0.説（11）

3.7％（137）

20.淵（13）

76.6％（49）

3.1％（２）

54.1％（1072）

41.2％（817）

０.餌（11）

4.1％（82）

32.4％（538）

63.8％（1061）

0.1％（１）

3.7％（62）

24.7％（98）

71.8％（285）

15.55

17.13

14.64

16.33

38.7％（997）

55.筋（1441）

0.説（９）

5.1％（131）

36.7％（948）

60.説（1557）

０.餅（５）

２.閲（72）

37.7％（1945）

58.1％（2998〉

０．劃（14）

３.鰯（203）

親きょうだい選択なし、情組漣1つ以下

選択なし、情穏源2つ以上

選択あり、情穣亙1つ以下

選択あり、情穏麺つ以上 4.4％（29）3.餅（14）

33.餅（368）

18.5％（203）

7.1％（78）

40.7％（446）

14.晩（195）

18.説（257）

４.郡（60）

63.2％（879）

37.7％（1389）

19.2％（707）

7.6％（278）

35.説（1307）

(2.548）

(2.87）

(2.392）

(2.694）

17.9％（71）

16.9％（67）

6.8％（27）

58.4％（232）

12.弱

6.釧

7.861

73.4％

20.4％（80）

29.6％（116）

3.1％（12）

46.甥（184）

寓
酬
傭
寓

７
６
３
３

１
２
５

１
１
１

Ｍ
花
測
麺

ｎ
ｏ
く
Ｉ

29.7％（726）

21.1％（516）

5.2％（128）

43.覇（1074）

32.mＩ（518）

15.8％（256）

8.7％（141）

43.餅（706）

25.淵（420）

18.7％（311）

7,2％（119）

48.蝋（812）

(8)

(4)

(5)

(47）

46.4％（919）

15.2％（301）

８.淵（164）

30.2％（598）

15.51

17.06

15.68

17.10

32.1％（827）

19.筋（491）

6.961（179）

41.餅（1081）

30.4％（785）

18.7％（484）

６.説（168）

44.説（1145）

31.2％（1612）

18.90Ｍ975〉

6.7％（347）

43.1％（2226）

選択なし、傭穏涼1つ以下

遺択なし、柵繍源2つ以上

遺択あり、情親源1つ以下

週択あり、傭報麺つ以上

友人

40.2％（440）

50.2％（550）

0.5％（６）

９.CII（99）

15.崎（209）

42.餅（592）

３.説（46〉

39.1％（544）

45.筋（1657）

51.筋（1905）

0.淵（10）

3‘閲（109〉

(2.462）

(2.685）

（2.7）

(2.532）

33.4％（817）

49.鰯（1197）

１.酬（37〉

16.1％（393）

39.8％（645）

49.001（795）

0.9％（14）

10.3％（167）

24.2％（96）

55.粥（222）

0.5％（２）

19.4％（77）

14.1％

39.1％

6.3％

40.606

帥
鋤
側
鋤

Ｉ
Ｉ
Ｉ

20.7％（81）

52.淵（205〉

2.8％（11）

24.2％（95）

17.鯛（119）

51.9％（344）

2.3％（15）

27.9％（185）

54.21（1075）

42.4％（841）

0.4％（８）

2.9ｳＩ（58）

31.4％（522）

54.酬（905）

1.0％（１７）

13.1％（218）

15.46

16.72

18.49

18.48

37.溺（960）

42.粥（1105）

1.806（46）

18.1％（467）

36.鮒（1902）

49.洲（2542）

1.1％（57）

12.鯛（659）

36.鋼（942）

55回7％（1437）

0.4％（11）

7.4％（192）

週択なし、情租源1つ以下

週択なし、ＷＩ報源2つ以上

遡択あり、情報源1つ以下

週扱あり、情鰯浬2つ以上

恋人

18.1％（252）

弱.副（827）

0.2％（３）

22.2％（309）

18.,1（251）

77.曲（1079）

０.淵（４）

4.1％（57）

17.5％（244）

74.謝（1033）

０．曲（11）

７.鋼（103）

(2.523）

(2.799）

(2‘217）

(2.538）

39.9％（647）

40.4％（655）

0.7％（12）

18.粥（307）

40.4％（442）

43.崎（471）

0.4％（４）

16.366（178）

40.慨（438）

52.7％〈577）

0.7％（８）

6.鯛（72）

35.為（387）

42.謝（463）

5.4％（59）

17.凶（186）

“7％（1647）

41.2％（1517）

0.醜（20）

13.5％（497）

44.1％（1624）

47.061（1731）

1.2％（43）

7.7％（283）

39.5％（1453）

37.6％（1384）

5.曲（214）

17.1％（630）

32.081（532）

47.筋（795）

0.4％（７）

19.7％（328）

31.906（530）

60.091（998）

０.酬（９）

７.説（125）

27.謝（453）

51.006（847）

5.2％（86）

16.朗（276）

24.7％（98）

52.1％（207）

23.2％（92）

剃
蝋
酬
謝
蝋
跳
説
鰯
鯛
講
釧
綱

●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●

加
的
旧
的
刀
７
釦
刀
７
加
酪
羽

23.副

64.筋

０．筋

12.説

ｊ
Ⅱ
１

睡
鱒
０
㈱

Ｉ

20.1％（1羽）

66.2％（439）

0.2％（１）

13.酬（90）

34.6％（845）

51.1％（1250）

0.4％（９）

13.蝋（340）

１
１
ｌ

旧
誼
吃

く
く
Ｉ

38.7％（998）

51.餅（1331）

0.3％（８）

9.3％〈241）

53.脳（1066）

32.醐（645）

0.粥（17）

12.8％（254）

15.55

17.25

14.60

16.60

37.31（1934）

46.筋（2376）

0.5％（25）

16.016（825）

36.説（936）

40.副（10M１５）

0.7％（17）

22.餅（584）

35.蝋（927）

57.閲（1471）

１.閲（26）

6.1％（158）

33,3％（850）

51.7％（1335）

３．曲（93）

11.4％（294）

遺択なし、情報浬1つ以下

週択なし、情組亜2つ以上

週択あり、備報源1つ以下

週択あり、柵報源2つ以上

先匿

23.説（蛇）

73.筑（287）

３.剃（13）

19.甥（132）

74.7％（495〉

０.説（２）

5.1％（34）

33.脳（827）

57.691（1407）

1.1％（27）

7.5％（183）

脳
間
餅
餌

皿
弘
Ｌ
躯

(2.526）

(2.767）

(1.997）

(2.41）

24.4％（97）

66.2％（263）

０.剃（１）

9.1％（36）

18.1％（71）

41.3％（162）

５回4％（21）

35回2％（138）

52.聞く1047〉

38.7％（768）

1.曲（36）

6.筋（131）

15.57

17.19

14.40

16.17

38.鋼（984）

53.餌（1386）

0.蛸（22）

7.2％（186）

37.筋（1911）

55.4％（2857）

0.蛸（48）

6.7％（344）

選択なし、情親亜1つ以下

選択なし、怖報濠2つ以上

選択あり、情穏浬1つ以下

選択あり、情穏互2つ以上

教箇

ｍ
や

53.7％（1065）

33.鯛（654）

0.9％（18）

12.4％（245）

23.2％（91）

67.餅（265）

０.務（１）

８.粥（35）

19.餌（77）

38.鯛（152）

3.861（15）

37.脳（148）

19.0％（126）

68.粥（457）

1.2％（８）

10.筋（72）

30.鰯（748）

50.筋（1245）

４.郵（106）

14.1％（345）

36.曲（597）

46.00Ｍ746）

３.閲（62）

13.蘭（216）

鯉
剛
他
郵

２
２
２

20‘蛸（83）

55.4％（220）

３．筋（15）

19.曲（79）

(13）

(46）

48.7％（966）

31.2％（619）

5.餅（117）

14.1％（280）

15.56

17.35

15.44

16.21

33.8％（872）

43.4％（1119）

5.2％（134）

17.6％（453）

33.酬（1732）

47.6％（2454）

4.4％（227）

14.鋼（747）

遺択なし、傭趨源1つ以下

週択なし、情鰯葱2つ以上

週択あり、傭趨涼1つ以下

週択あり、傭報濠2つ以上

教科害

(5)

31.4％（767）

36.鯛（893）

3.6％（87）

28.5％（697）

36.筋（594）

33.8％（548）

4.0％（65）

25.罰（414）

36.珊（400）

31.1％（341）

4.2％（46）

28.1％（308）

16.朗（234）

49.晩（681）

１.弱（21）

32.7％（455）

40.酬（1493）

29.1％（1070）

4.7％（174）

25.601（944）

(2.508）

(2.714）

(2.572〉

(2.79）

16.7％

41.筋

3.筑

38.曲

、
”
⑳
回

50.1％（992）

25.1％（498）

4．３６（91）

20.21（401）

29.1％（483）

39.,1（649）

3.4％（56）

28.5％（474）

21.4％

44.1％

３.謝

31.2％

(85）

(175）

(13）

(124）

１
１
旧
坊

く
Ｉ

15.48

17.02

16.12

17.16

36.1％（933）

45.2％（1166）

0.曲（20）

17.餅（463）

32.1％（828）

23.9％（616）

６.鰯（178）

37.1％（956）

34.1％（1761）

34.5％（1782）

３.鯛（198）

27.5％（1419）

選択なし、情報源1つ以下

選択なし、愉超源2つ以上

選択あり、情鰻浬1つ以下

選択あり、情彊2,2つ以上

コミックス

(15）

39.側（632）

39.筋（632）

1.7％（27）

20.4％（330）

39.1％（428）

37.7％（413）

1.6％（18）

21.閲（236）

15.蝋（221）

50.淵（699）

2.4％（34）

31.4％（437）

43.8％（1611）

36.7％（1352）

1.596（56）

18.傭（662）

(2.441）

(2.669）

(2.852）

(2.809）

22.9％（91）

48.1％（191）

1.806（７）

27.2(（108）

30.7％（511）

53.弱（895）

1.7％（28）

13.7％（228）

１
１
ｊ

吃
剥
ｍ
Ｆ

Ｉ
１
１

(13）

(45）

(6)

17.8％（118）

45.7％（303）

2.4％（16）

34.1％（226）

33.側（807）

42.3％（1034〉

１.勝（47）

22.7％（556）

30.7％（510）

44.2％（735）

1.7％（29）

23.淵（388）

38.1％（982）

50.淵（1296）

0.906（24）

10.7％（276）

15.42

16.79

18.00

17.64

38.801（1001）

53.餅（1382〉

0.2％（５）

7.4％（190）

36.2％（1867）

40.洲（2079）

1.8％（92）

21.7％（1122）

33.5％（866）

27.晩（697）

3.4％（87）

36.1％（932）

週択なし、情親jm１つ以下

遺択なし、傭朝濠2つ以上

選択あり、情親源1つ以下

週択あり、傭報源2つ以上

Aｙ

39.窮（637）

46.閲（759）

1.4％（22）

12.5％（203）

39.9％

47.1％

0.鰯

12.1％

17.鮒（247）

65.4％（910）

0.邸（８）

16.2％（226）

(2.511）

（2.66）

(2.582）

(3.002）

20.郵

70.淵

9.4％

19.066（126）

56.7％（376）

1.2％（８）

23.1％（153）

33.鯛（821〉

47.5％（1162）

1.4％（33）

17.酬（428）

り
け
ｊ
帥

１
８
６
３

６
４
５
５

０
０
く
く

簡
醐
酬
酬

１
０
１
４

４
４
１

24.31

65.2％

0.5％

10.1％

１
１

㈱
卸
②
伽

Ｉ

22.2％（87）

49.7％（195）

1.36Ｉ（５）

26.樹（105）

１
１
ｊ

諏
陥
９
羽

４
５
１
１

１
１
Ｉ

53.6％（1062）

33.7％（667）

1.1％（21〉

11.7％（232）

23.2％（91）

73.曲（286）

0.36$（１）

３.餅（14）

既
砺
酬
閲

９
８
０
１

１
７

15.51

17.01

16.67

17.33

(131）

(517）

(3)

(12）

35.4％（913）

44.2％（1141）

１.説（40）

18.筋（488）

36.7％（1895）

47.3Ｉ（2437）

1.2％（64）

14.鮒（764）

インターネット週択なし、情組刃1つ以下

選択なし、情縄源2つ以上

選択あり、情綴源1つ以下

遡択あり、情趨涼2つ以上

40.31（444）

58.覇（641）

0.2％（２）

0.7％（８）

(2.517）

(2.737）

(3.162）

(3.305）

40.6％（658）

58.2％（944）

0.1％（１）

1.1％（18）

18.餅（253）

80.説（1117）

0.1％（２）

1.4％（19）

45.001（1656）

53.6％（1972）

0.謝（11）

1.1％（42）

24.7％（98）

74.361（295）

１.脇（４）

54.劃（1076）

44.5％（882）

0.4％（７）

0.9％（17）

15.54

17.08

16.00

17.52

その他 34.5％（844）

63.6％（1555）

0.4％（10）

1.4％（35）

32.謝（537）

66.7％（1109）

0.1％（２）

0.樹（14）

20.商（13）

79.7％（51）

週択なし、傭翻遍1つ以下

週択なし、傭親浬2つ以上

週択あり、愉報涼1つ以下

遺択あり、情稲刃2つ以上

38.餌（996）

59.7％（1539）

0.4％（10）

1.3％（33）

36.8％（950）

62.閲（1601）

0.1％（３）

1.1％（28）

37.7％（1946）

60.9％（3140）

0.3％（13）

1.2％（61）



コミックスとＡＶは大学生が複数のものの一つとして選択する割合が高い。またこれらの

２つについて、職業科の高校生が普通科の高校生と比較して若干高めの傾向が特徴的であ

る。インターネットは、大学生が複数のものの一つとして選択する割合が高く、約４分の

１が選択した。

次に、地域別に見てみると、大都市では、恋人が'性交‘情報源として選択される割合が中

都市、町村と比較して高い。一方、先輩は中都市と町村で複数のものの一つとして選択さ

れる割合が高かった。町村では教科書が選択され、大都市ではインターネットが複数のも

のの一つとして選択される割合が他と比較して高かった。

性交経験別の違いによると‘性交経験のある者は友人、先輩、コミックス、ＡＶが複数の

ものの一つとして選択する割合が、′性交経験のない者と比較して高い。恋人が選択される

割合も性交経験がある者で高かった。ない者では、教師、教科書が選択される割合が、あ

る者と比較して高い。

最後に年齢は、学校種別と性交経験との関連が強く、それらと情報源変数との関連を反

映している様子がうかがえる。全体的に、年齢が高いほど複数のものの一つとして選択す

る傾向がある。友人、恋人、コミックス、ＡＶの選択は年齢が高く、反対に親、先輩、教

師、教科書の選択は年齢が低い様子がうかがえた。

③性交に関する情報源と性のイメージ

６つの性のイメージ変数について、因子分析を行ったところ、１つの因子が抽出された

(表－４)。導き出された一つの因子の成分行列の結果を見てみると、良さ、明るさ、楽し

さ、きれいさの重みが高く、軽さも低いながら正の寄与があることが分かる。恥ずかしさ

については、負の方向で寄与が認められる。この結果に基づき、高ければ』性に対するポジ

ティブなイメージが強いというような因子得点を性のイメージの総合点数とすることとし

た。
表－４性のイメージ因子分析結果

明るさ

楽しさ

きれいさ

よさ

軽さ

恥ずかしさ

成分行列

0.820

０．８２５

０．７５７

0.850

0.350

-0.436

表－５は性交情報源と個人の特徴の変数のカテゴリごとの、性のイメージ総合点数と６

つの個別イメージ点数の平均点、およびそれぞれの変数の７つの点数に対する一元配置分

散分析によるＦ値をまとめたものである。

性のイメージ総合点数では、親きょうだい情報源とその他'情報源を除いたすべての変数

について、カテゴリ間の違いが認められた。また教師情報源については、カテゴリ間の違

いが他の変数と比較して小さい傾向があった。友人、恋人、先輩情報源は複数で選択され

る場合に、単一で他のものを選択またはまったく情報源をもたないグループ（｢選択なし、

情報源１つ以下」のグループ）と比較してイメージ総合得点が高い傾向が見られた。教師

は、特に単独のものとして選択される場合に低かった。教科書は、単独で選択される場合、

教科書以外の複数の情報源をもつ場合と比較して低かった。コミックスは、単独で選択さ

－６０－
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１６８４ - 0 . 4 2 6 1 ．０１８ 1 7 9 0 2 . 3 3 8 0 . 8 2 4 1 7 壁２．３６６ 0 . 9 2 0 1 万 7 ２．０“ 0 . 7 7 8 1 ７５０ 2 . 4 4 2 ０．８８３ 1７９５ 1 . 9 0 3 0 . 8 9 7 １７９７３．２２７０．８５２

２４ ] 7 ０．２１０ 0 . 8 9 5 2 “７ 2 . 7 4 7 0 . 7 7 9 2 4 酌 2 . 9 5 6 0 . 7 9 3 2 ⑱０ 2 . 3 8 3 ０．８０２ 2 4 7 6 2 . 9 8 4 0 . 8 1 2 ２５００ 2 . 0 4 3 0 . 9 3 7 ２５１９３．０１５ 0 . 9 4 9

5 3 0 . 1 6 9 0 . 9 4 1 ５７ 2 . 6 6 7 0 . 9 3 3 5 5 2 . 8 3 7 0 . 8 3 4 諾 2 . 4 8 3 ０．８３２錨 2 . 9 4 7 ０．８１９錨 1 . 8 2 2 0 . 7 6 6 謡 2 . 8 7 5 ０．９９３

６弱０．４４８ 0 . 8 4 7 “ 7 2 . 9 0 0 0 . 7 2 6 ６ ４ ６ 3 . 1 0 4 0 . 7 2 9 6 9 6 2 . 5 7 5 0 . 8 1 9 “ ６ 3 . 1 3 8 ０ . フ 5 ９ ６ ４ ９ 2 . 1 1 5 0 . 9 2 3 6 5 1 2 . 8 5 5 1 . 0 0 9

1 3 3 . 0 7 8 牟 卓 ● 9 7 . 1 8 2 ● 中本 1 2 4 . 7 3 9 ●“ 4 5 . 0 9 4 ●申● 9 0 . 8 8 7 ● * . 2 1 . 1 6 3 申● * 4 0 . 8 2 3 ･ ●●
0 7 1 3 - 0 . 4 1 4 1 . 0 2 1 1 8 1 3 2 . 3 4 4 0 . 8 3 0 1 7 8 3 2 . 3 7 5 0 . 9 2 0 1 ７８９ 2 . 0 9 7 ０．７８３ 1 7 8 2 2 . 4 5 4 ０．８８８ 1 8 2 7 1 . 8 9 7 0 . 8 9 2 １８２９３．２０５０ ･ B 6 0

Z 2 7 9 0 . 2 1 4 0 . 8 7 6 ２蕊 4 2 . 7 4 4 0 . 7 6 6 ２３２４２．９５３ 0 . 7 8 1 2 3 2 0 2 . 4 0 3 ０．７９２ 2 3 1 1 2 . 9 9 3 0 . 7 9 7 ２３３７ 2 . 0 3 3 0 . 9 1 5 ２３５２ 3 . 0 2 1 0 . 9 3 7

2 4 0 . 0 0 4 0 . 9 3 2 2 4 2 . 6 2 5 ０．７７０ 2 4 2 . 7 9 2 0 . 8 8 4 ２４ 2 . 3 7 5 0 . 7 1 1 ２４２．７５００ .“８２４２．２ ０９０．９３２２４ 3 . 3 3 4 ０．７６２
対 7０．３８９０．９２０ 8 １０２．８８０ 0 . 7 7 7 8 1 1 3 . 0 8 1 ０．７７７８ C ６ 2 . 4 7 9 ０．８５３８１１３．０８２０．８１７８１２ 2 . 1 3 1 0 . 9 8 4 ８１８２．８６８１．０３１

6 . 4 1 7 ● 2 . 9 9 7 1 1 . 4 7 1 “ . Ｏ０１ 4 . 5 3 2 ● 2 . 1 8 7 1 . 0 4 2
1 6 9 1 - ０．３９８ 1 . 0 1 8 １７”２．３５２ 0 . 8 3 0 1 ７６０ 2 . 3 9 0 ０．９１８１７も６２．１０４０．７８２１７５８ 2 . 4 6 4 ０．８８５１８０５ 1 . 9 0 7 ０．８９４１８０６３．２１４ 0 . 8 5 7

2 7 4 8 0 . 2 9 1 ０．８７２ 2 7 9 7 ２．８００ 0 . 7 6 0 ２６０１ 3 . 0 2 0 ０ . フ 6 ３２７９０２．４３１０．８１０２７８９３．０４３０ ．７９０２８１０２．０６８０．９３４２８３３２．９６９ 0 . 9 7 0

4 6 －０．７８６ 1 . 0 4 9 4 7 2 . 1 7 1 0 . 8 1 7 4 7 ２．００００．９５６ 4７ 1 . 9 7 9 0 . 7 6 6 網 2 . 2 3 0 0 . 8 8 1 4 6 1 . 6 5 3 0 . 8 2 3 G ７３．２９８ 0 . 9 3 1

3 2 8 －０．０１２ 0 . 9 9 4 3 3 7 ２ ． ６ ０ ３ 0 . 8 3 6 3 弧 2 . 7 0 4 0 . 8 7 7 3 調 2 . 3 4 9 0 . 8 0 0 3 3 3 2 . 7 9 0 0 . 8 7 7 3 弱 1 . 9 7 1 0 . 9 2 9 ３３７３．０９０ 0 . 9 0 2

2 5 . 1 8 4 ●●● 1 8 . 2 3 6 * * 申 4 1 . 1 6 * “ 1 . 0 5 2 6 . 4 1 5 ゆ 2 0 . 3 8 9 ● ● 申 2 2 . 4 8 6 ●●●
1 5羽－０．３９７ 1 . 0 2 7 １６２４２．３６２ 0 . 8 3 4 １６０１Ｚ ､ 3 9 3 ０．９２６ 1 6 ｍ２．１０００．７９０ 1鉛７ 2 . 4 5 1 ０．８９２ 1 6 識１．９２０ 0 . 9 0 0 1 6 3 ｓ３．２０３０．８６９

２葵６０ .弧５０．８７１ 2釦６２．８３３ 0 . 7 6 9 ２４１０ 3 . 0 7 6 0 . 7 5 4 ２４０１２．４５００．８１３２４“３．０７ ６０．７９１２４１６ 2 . 1 0 0 ０．９４５２４弱２．９２８０．９８３

１ 艶 - 0 . 4 9 7 0 . 9 6 4 2 1 3 2 . 2 4 0 0 . 7 9 2 ２０６ 2 . 2 7 7 0 . 8 7 1 2 1 0 2 . 1 0 5 0 . 7 1 8 ２０９ 2 . 5 0 8 0 . 8 2 7 2 1 7 1 . 7 5 2 0 . 8 2 4 2 1 5 3 . 3 2 1 0 . 7 6 4

7 1 0 －０．０２９ 0 . 8 9 7 7 2 3 2 . 5 9 8 ０．７４９ 7 Z Ｓ 2 . 6 8 9 0 . 7 9 9 ７ Z ５ 2 . 3 3 0 ０．７８７”２ 2 . 8 1 5 ０．８１２７麺 1 . 9 1 6 0 . 8 8 4 ア語 3 . 1 6 1 0 . 8 7 6

２ ５．２１３“● 2 5 . 2 8 3 ●●● 4 3 . 0 1 7 ●●傘 1 0 . 1 2 5 ●●３４．３７９●●● 1 . 9 4 2 ７．０７ ﾌ ﾞ ●
１５鯛＝ 0 . 4 2 0 1 . 0 4 8 1 6 4 9 2 . 3 4 0 0 . 8 5 1 1 6 2 0 2 . 3 5 4 0 . 9 3 7 1 唾 7 2 . 0 9 4 0 . 7 9 5 1 6 1 9 2 . 4 4 2 0 . 8 9 9 1 6 6 0 1 . 9 0 3 0 . 9 0 1 1 弱 9 3 . 1 9 6 0 . 8 7 4

1 7 1 2 ０．３２３ 0 . 9 2 0 0 7 4 5 2 . 8 0 6 ０．７９２１７“ 3 . 0 3 7 0 . 7 9 6 1 ７３４ 2 . 4 5 3 0 . 8 3 9 1 7 諾 3 . 0 5 9 0 . 8 1 7 u 7 5 3 2 . 0 6 7 0 . 9 5 0 1 ７５８ 2 . 9 0 1 1 . 0 1 0

1 7 9 - 0 . 3 0 7 0 . 7 3 0 １８８ 2 . 4 1 5 0 . 6 1 1 1 8 7 2 . 6 0 5 ０ ． ７ ２ ９ 1 e ６ 2 . 1 5 6 ０ ． ６ ６ ０ 1 8 7 2 . 5 9 4 ０ ． ７ ４ ５ 1 9 1 １ ． ８８００．８２２１９４３．３８７ 0 . 6 9 1

1 3 6 4 ０．１７９ 0 . 8 4 6 1 漣９ 2 . 7 4 4 0 . 7 4 2 1 3 9 1 ２．９２２０．７６０ 1麹 2 2 . 3 8 5 0 . 7 6 9 1 3 8 6 2 . 9 6 2 0 . 7 8 2 1 3 9 6 2 。 0 4 6 0 . 9 1 4 1 4 1 2 3 . 0 8 3 0 . 8 9 4

4 4 8 . 4 5 9 ●●● 2 4 2 . 5 0 9 * な * 5 4 8 . 6 2 1 “ * 1 0 8 . 5 ●“ 3 9 5 . 2 ●●わ 2 6 . 1 0 6 ●●● 1 2 5 . 8 2 3 ●●●
1“６－０．４５８ 1 . 0 0 2 1 7 4 5 ２．３２０ 0 . 8 2 2 １７１５ 2 . 3 3 5 ０．９０９ 1７２２２．０７８０．７７１ 1７１５ 2 . 4 2 3 ０．８７４ 1７５９ 1．８８３ 0 . 8 8 2 1 花１３．２４３０．８３７

１鱒 5 0 . 1 1 0 0 . 8 7 5 ２口 2７ 2 . 6 9 2 0 . 7 4 4 ２ p 2 ２２．８３５ 0 . 7 8 3 ２０２８ 2 . 3 7 2 0 . 7 7 8 2 0 1 6 2 . 8 9 1 0 . 7 9 8 ２０通 2 . 0 3 0 0 . 9 2 1 ２ ０ ５ ７ 3 . 0 7 1 0 . 9 2 7

9 0 0 . 4 8 7 0 . 9 4 7 愛 2 . 8 7 0 ０．８１５９２ 3 . 2 1 8 0 . 7 0 9 9 1 2 . 5 2 8 0 . 8 6 1 9 1 3 . 1 1 0 0 . 8 5 0 錘 2 . 2 4 0 1 . 0 4 2 ９２ 2 . 7 0 7 1 . 0 8 5
1 0 9 1 ０．５２９０．８５５ 1 1 0 7 ２．９３８０ ･ 7 9 3 1 1 1 コ 3 . 2 6 0 0 . 7 0 1 1 0 9 8 ２．５０５０．８５６１１０６３．２４３０．７６３ 1 1 1 0 2 . 1 0 8 ０．９５７１０１３２．８１７１．００８

8 5 . 4 4 9 申 * ● 2 9 . 7 0 5 ●● * 1 6 1 . 2 8 4 ●“１８ ･ 4 1 8 ●● * 7 8 . 3 9 3 ●わ * 3 . 5 9 8 ◆ 2 6 . 1 6 9 ● ● ①
1 6 7 6 - 0 . 4 1 7 1 . 0 2 7 1 7 7 5 2 . 3 4 4 0 . 8 3 0 1 7 4 4 2 . 3 6 7 0 . 9 2 5 1 7 5 1 2 . 0 9 9 0 . 7 8 5 1 7 4 3 2 . 4 5 3 0 . 8 8 8 １７鯛 1 . 9 0 1 0 . 8 9 6 1 7 3 9 3 . 2 2 2 0 . 8 5 9
２３４２０．２２９０．９１０ 2漣５２．７７６ 0 . 7 6 6 2 3 8 2 2 . 9 3 5 ０．７９７２３８０ 2 . 4 1 7 ０．８１０２３７５２．９９ ００．８１５２３９７ 2 . 0 5 4 ０．９３８２４１２３．００６ 0 . 9 5 6

6 1 幻 . １７６ 0 . 7 7 5 錘 2 . 4 6 8 0 . 8 0 5 ６３ 2 . 7 4 7 ０．７１８錘２．１４６０．６９８園 2 . 6 0 4 ０．７９４ ６３１．８８９０．８０６“３．０６３０．８５３

７３４０．３“ 0 . 8 1 9 7 4 9 2 . 7 8 7 0 . 7 8 6 ７鐘３．１４９ 0 . 7 1 1 7 “ 2 . 4 3 9 0 . 8 0 5 ７４７３．０９７ 0 . 7 5 9 フ壁 2 . 0 7 0 0 . 9 2 4 ７５８ 2 . 9 0 4 0 . 9 8 5

１ ．６４７ ､６９５ ､ ２２９ 3 . 4 3 7 ､ 9 1 5 ､ ８３８ 1 . 0 0 1
0 7 2 6 - 0 . 4 1 1 1 ．０２０ 1 8 国６ 2 . 3 4 7 ０．８３０ 1 7 9 6 2 . 3 7 7 ０．９１９ 1 8 0 2 2 . 0 9 7 ０．７８２１７Ｕ５ 2 . 4 5 7 ０．８８６ 1 8 釣 1 . 8 9 9 ０．８９３１６４２ 3 . 2 1 9 ０．８５８

３０１９０．２６００．８８９３０７５２．７７９０◆ 7 7 2 ３０だ 2 . 9 8 9 ０．７８０３０６９２．４２２０．８１０３０６５３．０１７０．８０４３０９０２．０５７０．９３５３１１１２．９８２０．９６１

m０．０７８０．９４８ 1 1 2 . 4 5 5 0 . 8 2 1 1 1 2 . 8 1 9 1 . 0 7 9 1 1 2 . 6 3 7 0 . 6 7 5 1 1 2 . 6 3 7 0 . 6 7 5 1 2 2 . 1 6 7 0 . 9 3 8 0 1 2 . 8 1 9 0 . 9 8 2

５７ 0 . 1 9 0 0 . 9 7 9 ” 2 . 7 4 6 0 . 7 3 4 5 9 ２．８Ｍ 0 . 8 8 1 5 7 2 . 4 5 7 0 . 7 3 4 5 ７ 2 . 9 6 5 0 . 7 7 9 ５９ 2 . 0 8 5 0 . 9 1 6 弱 2 . 9 8 4 1 . 1 0 7

5 0 2 . 6 5 3 ●申● 3 0 8 . 4 8 6 心神 5 7 6 . 1 2 5 * * ＊ 1 6 6 . 3 9 4 申 ● * 4 8 5 . 5 8 4 ● ● * 2 7 . 3 8 6 ● ● ● ３ ７ ． 2 5 5 ●●●
9 7 8 －０．１９２０．９３７ 1 0 3 1 2 . 4 8 7 0 . 7 8 0 1 0 1 5 2 . 5 9 1 0 . 8 6 4 1 0 1 7 2 . 2 0 3 ０．７６５ 1 0 ②０ 2 . 6 5 0 ０．８２６ 1 0 4 1 1 . 9 4 4 0 . 8 8 6 1 0 4 2 3 . 1 9 0 ０．８６０
3 0 7 6 0 . 2 5 9 0 . 8 9 1 ３１鋼 2 . 7 7 9 0 . 7 7 1 ３１蕊 2 . 9 8 6 ０．７８２３１２６２．４２２０．８０９３１堂 3 . 0 1 6 ０．８０３３１４９２．０５８０．９３４３１７０２．９８２０．９６４

為９－０．６８７ 1 . 0 5 5 ８０ ６ ２ ． １ ６ ９ 0 . 8 5 7 ７ 蛍 2 . 1 1 0 ０ ． ９ ２ ２ ７ ９ ら １ ． ９ ６ ９ ０ ． ７ ８ ４ ７ ８ ６ ２ ． ２０９０．８９８８１０１．８４５０．９００８１１３．２５１０．８弱

１１．４８３伊固ゅ 6 . 7 ”いい● 1 1 2 3 7 面① 6 . , 4 … 8 . 型 5 , ゆ● 1 . 9 “◆ - 1 Ｚ ２ 斡 凸 姉

２弱３ 0 . 1 輿 1 . 錨０２６２７ 2 . “ 3 0 . 8 7 4 2 6 0 3 2 . 9 4 0 0 . 9 1 0 ２６０５２ .蕊 1 0 . 8 0 0 託０７ 2 . 8 9 6 0 - 9 壷２唾９ 2 . 2 4 0 ０ . 弱 u ２甑 2２．９２，０ .艶６

2 4 7 7 - 0 . 1 6 2 0 . 9 1 2 2 5 9 1 2 . 5 3 0 0 . 7 5 7 2 銘 7 2 . 鞘 1 0 . 8 4 4 謡刀 2 . 2 2 5 ０ . フ 4 ０ 2 5 5 9 ２ ･ 鯛３ 0 . 8 2 4 2 唾 ] 1 . 9 だ 0 ･ 的３お猟 3 . 2 2 9 0 . 8 4 2

1 0 3 . 7 3 5 ･ 中 ● 5 2 . 3 7 Z ､ “ 1 1 5 . 3 1 5 * 蜂 4 2 . 3 3 ~ ● 9 6 . 9 8 ア◆●ｇ _唾 g◆ ･● 1 9 . 5 9 1 “●
0 9 2 4 - 0 . 3 6 9 1 . 7 3 0 2 1 9 2 . 誼 5 0 . 8 6 0 1 9 9 s 2 . 4 4 0 ０．９７０２００３ 2 . 1 5 0 0 . 8 2 0 １９０フ 2 . 4 7 9 0 . 9 2 1 ２０２６１．９１１ 0 . 9 3 1 ２０４５３．２０８ 0 . 8 9 6

1 6 1 3 ０．１鵠０ .的５ 1銅 1 2 . 6 9 4 0 . 7 8 3 1 “ 1 2 . 8 8 6 ０．７８７ 1 6 7 1 ２．３７１０．８２０１６６６２ .“８ 0 . 7 9 7 １７０３２．３２００ .蛇７１６９７３．２６０ o p 9 3 0

麺］ 0 . 1 曲 0 . 8 7 0 ” ｱ 2 . 7 2 1 0 . 応３３９８Ｚ的 7 0 . 7 7 0 ３９２ 2 . 蛇 7 0 . 7 8 1 ３９６ 2 . ” 3 0 . 7 7 5 4 0 1 2 . 1 0 0 0 . 9 2 8 4 “ 3 . 5 0 0 0 . 9 7 4

鴎 0 . 8 5 9 0 . 8 1 0 “ ユ 1 8 5 0 . 6 鋤“ 3 . 4 6 Ｚ 0 . 6 1 5 “ 2 . 7 弱０．８弱６５ 3 . “ 7 ｡ _ 5 弾“ 2 . 2 4 7 ０ ･ 韓 5 鮪 2 . 6 3 1 1 . ﾌ 0 ０

３８４ 0 . 3 2 0 0 . 6 6 3 ”１ 2 . 7 8 1 0 . 7 5 7 ” 3 3 . 3 1 0 0 . だ§３＄５ 2 . 4 9 1 0 . 7 7 5 鞄 7 ３管 3 7 0 0 . 7 9 1 輯２ 2 . 4 1 0 0 . 8 3 4 ３国喝 2 . 9 2 7 0 . 9 6 0

“ 0 ０ . 勢２ 0 . 8 1 9 “５２．８５０ 0 . 7 3 3 “ 5 3 . 力 0 0 . 7 1 9 ６“ 2 . 9 9 0 ０ . 元９睦ら ] ､ ６１０ 0 . 7 9 0 ６６５２．０３ ｺ０．９１３６６３ 2 . 9 釦０．弾２

2 7 . 5 0 3 - 仁 0 5 . 0 “● ~ 2 5 . 6 詫 韓 卒 1 5 . 5 3 7 ● ● ● １ ９ ． ８ ” ● “ 1 . 蝿 ３ 1 2 . 0 1 ●●●
２３蛇０．１７，０ .蝿 2２ ４ ８ ３ 2 . 6 7 0 0 . 8 4 0 2 4 “ 2 . 齢 2 0 . 8 7 2 2 4 位 2 . 3 6 0 0 . 0 1 3 2 4 5 1 2 . 8 7 2 0 - 9 婆 2 4 8 6 2 . 9 0 0 0 . 9 2 0 2 4 鱒 3 . 8 0 0 0 . 騨３

１鈴Ｉ - 0 . 6 8 0 1 . 2 3 0 1 6 1 9 2 . 5 6 6 0 . 8 ] ４ t 6 0 9 2 . 鴎３ 0 . 9 3 0 t 6 0 8 2 . 麺 7 0 . 8 1 0 1 6 t o 2 ･ 巧 5 0 . 8 9 3 1 脚 2 2 . 1 8 0 0 . 9 4 6 1 6 “ 3 . 1 羽 0 . 9 1 3

1 0 7 7 －０．１３８ 1 . 調０ 1 1 1 6 2 . 認 5 0 . 8 3 3 0 1 0 7 2 . 6 2 0 0 . 9 5 0 0 1 0 2 2 . 2 4 4 0 . 錘 1 1 1 0 5 2 . “６⑪ _旦哩 1 1 2 4 1 . 9 5 3 0 . 9 3 4 1 1 2 8 3 . 1 2 7 ０．９１５

2 7 . 0 5 4 . ･ C l 9 . 5 1 5 * “ 2 4 . 8 4 Z 脚 胸 ● 1 7 . 4 4 2 “ * 2 3 . 6 0 E 申 ● ● 5 . 8 8 9 ● ● ● - 1 4 . 7 5 1 ●◆●
１ 浦 7 0 . 5 5 0 0 . 8 弱 1 3 駁 ８２ . 瓢７０ . ア調 1 羽７ 3 . 1 8 3 0 . 7 7 0 1 3 7 8 ２ . 錘００ . 剛９ U 調７ 3 . 2 2 3 0 . 7 5 3 １３９２ 2 . 1 2 0 ０．９１３１３９７ 2 . 7 4 0 1 . 3 3 0

弱 7 ８－０．２７ｐ 0 . 9 泊 3 7 郷 ２ .鞄 1 0 . 8 1 6 ３ ６ ９ ７ 2 . 5 8 5 0 . 9 1 0 ] ｱ 1 2 2 . 1 7 5 0 . 7 8 2 葵 8 7 2 . 6 “ 0 . 8 7 1 3 7 6 1 1 . 露 1 0 . 蛇 1 3 7 7 8 3 . 1 9 6 0 . 8 5 9

合計

傭報涯

観ｅようだし，

週択なし、傭陣轟1つ以下

理択なし、檎鍾薄2つ以上

遡択あり､摘鐘海0つ以下

璽択あOj，揖鰯瓦2つ以上

友人

選択なし、摘雑海1つ以下

選択なし、備鯉源2つ以上

翻択ありj，傭憾丑1つ以下

選択あＯｊ､摘鰭五2つ以上

恋 人

画択なし､描鐘諏1つ以下

弧択なし､憤羅五2つ以上

函択あOj､檎輯五1つ以下

遺択あり、情翰湿2つ以上

先箪

遭択なし．傭鰯淳1つ以下

遵択なし､憤韓五2つ以上

選択あり、傭韓涯1つ以下

遍択あり､病鮪丑2つ以上

敏簡

劃択なし．摘糠理1つ以下

遡択なし、構慨舜2つ以上

遵状あり、檎縄源1つ以下

選択あり.憤輯源2つ以上

敬科白

遵択なし､綱侭皿1つ以下

璽択なし､毎唾卑2つ以上

還択あり､楢韓涯1つ以下

竃択あり､編輯丑2つ以上

ｺ ﾐ ｯ ｸ ｽ

函択なし､情報毒1つ以下

遡択なし、情鰯諏2つ以上

選択あり､桐鰯珂1つ以下

選択あり､憤鯉灘2つ以上

ＡＶ

遡択なし､殉睡唖1つｕ下

週択なし､摘錦丑2つ以上

遍択あり､傭鯉却1つ以下

選択あり、傭総浬2つ以上

インターネット

遵槙なし、情報海1つ以下

璽択なし、桐槌混2つ以上

函択あり、摘鰯五1つ以下

運疾あり､憤輯海2つ以上

その紬

遵択なし､傭鯨丑1つ以下

遵択なし､嗣輔瓦2つ以上

還択あり、倫翰漣1つ以下

還択あり､傭報浬2つ以上

粉になし

迦択なし、惰練忍1つ以下

遭択なし､捕鯨理2つ以上

週択あ叩.情毎瓦1つ以下

性篇

男

女

学校槌別

中学校

畠等学校(普通科）

通弊学校(唾禽科）

廊門学校

大学(画公立）

大学(私立）

地域

大毎市

中国市

町村

性交輝触

あら

ない

１
ｍ
］
１

β

壕ずかしさ

β

嵐しき 切さよさ明るさ ｇれいさ性のイメージ唾合何点

F 包β

表－５性交情報源および個人の特徴による性のイメージ得点平均点と一元配置分散分析によるＦ値

〃F鋤 Ｆ笛β F値 β β
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れる場合低く、複数で選択される場合には高い傾向にあった。ＡＶは選択される場合点数

は高い。さらに、インターネットは複数のものの一つとして選択される場合に高いが、単

独で選択される場合には低かった。情報源を特にもたない者は、情報源を複数もつものと

比較して点数が低かった。性別では、男子の点数が女子より高く、学校種別では中学がそ

れ以外と比較して低く、特に専門学校の高さが際立つ。地域別では、都市部の点数が高かっ

た。年齢は正比例の関係が見られ、学校種別の結果と整合する傾向を示した。

個別のイメージの点数について、よさ、きれいさ、軽さ、恥ずかしさにおける教師情報

源のグループ間の違いが認められなかった。個別の点数の傾向は全体的に、総合得点の傾

向と整合するものであった。つまり、明るさ、楽しさ、きれいさ、よさ、軽さは総合点数

と同じ傾向（あるグループの総合点数が高ければ、同様に高点数など）であり、一方恥ず

かしさは総合得点と反対の傾向（あるグループの総合点数が高ければ、低点数など）とな

る。異なる傾向が見られたものとして、まず恋人情報源について、複数で選択される場合

では軽さの点数は高いが、単独で選択される場合に低かった。先輩‘情報源は、恥ずかしさ

の点数において複数で選択される場合に低いのに対して、単独で選択される場合に高かっ

た。学校種別間の違いでは、楽しさの点数が私立大学生で高く、よさの点数でも専門学校

生と同様に国公立、私立大学生の点数が高かった。軽さの点数は国公立大学生で高かった。

地域別による違いでは、他の５つのイメージの点数が大都市で高く、恥ずかしさについて

は逆に低いことが予測されるが、反して大都市では恥ずかしさの点数も高かった。

表－６に性交情報源の11の変数すべてを独立変数として、総合点数と６つの個別の性の

イメージの点数をそれぞれに従属変数とする７つのモデルのGLMによる統計解析結果を

示した。Ｒ２乗は性のイメージ総合点数では、0.198であり、変量の約20％が情報源で説

明できるという結果であった。個別のイメージで見てみると明るさ、楽しさ、よさの点数

におけるＲ２乗が比較的高めでそれぞれ、0.119,0.217,0.165であり、性交の‘情報源が個

別のイメージそれぞれの点数に対して11.9％、21.7％、16.6％の説明力をもつという結果

であった。一方きれいさ、軽さ、恥ずかしさの点数ではＲ２乗値は低く、0.063,0.022,

0.050であった。すべてのモデルに共通するＦ値が有意を示さなかった情報源は、親きょ

うだい、教師、教科書、その他であった。楽しさ、きれいさ、よさの点数では、これらの

情報源に加えコミックスが有意とならなかった。恥ずかしさの点数では、親きょうだい、

教師、教科書、コミックスに加え、友人が、さらに軽さの点数ではこれらの５つの'情報源

に加えてインターネットで有意差が認められないという結果となった。

表－７は、‘性交'情報源を独立変数とするそれぞれのモデルに、個人の特徴に関する５変

数を統制変数として投入した７つのGLMモデルの解析結果をまとめたものである。性の

イメージ総合点数は0.261、個別のイメージ点数については、明るさ0.147、楽しさ0.271、

きれいさ0.103、よさ0.217、軽さ0.026、恥ずかしさ0.093となった。つまり１１の性交‘情報源

と５つの個人の特徴の変数は、それぞれの点数の26.1％、14.7％、27.1％、10.3％、21.7％、

2.6％、9.3％の変量を説明する結果となり、特に総合点数、楽しさとよさの点数について

の説明力が高いことが分かる。

個別の変数を見てみると、総合点数では、情報源変数のみの場合から、親きょうだぃ情

報源の違いが表れた。すべての５つの個人の特徴の変数が統計的有意であるという結果が

出た。明るさの点数では、情報源のみのモデルの場合から‘情報源変数に変化は見られず、

－６２－



イメージ糸篭合得点

R 2 乗．２６１

明 る さ

、１４７

楽しさ

、２１７

きれいさ

、０６３

恥ずかしさ

、０５０

明るさ

，１１９

よ さ

、１６５

阜至さ

、０２２

イメージ糸患合得点

Ｒ 2乗、１９８

恥ずかしさ

、０９３

車至さ

,０２６

１６．７７９＊*＊

１７３１．４８７＊＊豹

１．４５３

４．３２３本

４７．６２３*＊＊

１４．９１９＊＊＊

２．４６３

２．０４９

２．８９９

３７．０７**＊

７．２３５＊＊

２．４８７

３１．９５２*＊＊

フク６６．７２２＊本斗

２．８７０

１８．０７本＊＊

３９．１８９*＊＊

２５．７７１＊＊＊

、７６４

．０７４

７．５５７本＊

８２．８６５**＊

６．３４６＊

１．９４５

６５．０５５＊*＊

２３１６．７８１＊＊汁

、０６５

２５．２４６**＊

４６．８７５＊＊＊

２４．６８６＊＊＊

、０８３

２．００４

３．１２７

１５４．４６９＊＊＊

４２．６７４＊＊＊

．１９６

５６．２９５＊＊＊

１１．９０６＊＊

２．５６１

２２．０３２**＊

７１．６２２＊＊＊

３５．３６１＊＊＊

、８６３

．００１

４．５５５＊

１４６．４２＊＊＊

２４．８９１＊＊＊

２．７００

３９８．３３８

１３４５．６６４

１．７０４

１０．７２７

２３．２６５

１５．２９９

．４５３

．０４４

４．４８６

４９．１９３

３．７６７

１．１５４

．０００

２９３８．０２９

３７４３３．０００

３３３６．３６７

８３９．９４５

１４２４．４２１

．０３９

１５－５２２

２８．８２０

１５．１７７

．０５１

１．２３２

１．９２２

９４．９７１

２６．２３７

．１２０

．０００

３０２４．９５３

４１６２２．０００

３８６４．８９８

２１８．５５１

１０７３．９９７

．９０１

２－６８１

２９．５３９

９．２５３

１．５２７

１．２７１

１．７９８

２２．９９３

４．４８８

１．５４２

．０００

３０４９．８９１

２９４８０．０００

３２６８．４４２

６２７．４０１

１４９０．１３７

．９０３

８．８１３

２７．３９９

９．６７４

．００３

．０４５

１．５８１

７５．８９８

９．５５８

．９７４

．０００

３１５２．３３６

４２７１６．０００

３７７９．７３７

４６．４９７**＊

２３１９．１１＊＊＊

１．４０６

１３．７１７＊＊＊

４２．６４３**＊

１５．０５６**＊

、００６

．０７０

２．４６１

１１８．１２１本*＊

１４．８７６＊＊＊

１．５１６

５．２２９**＊

928.958**＊

２．７４３

３．１４６

３．９６７＊

6.355＊

、２９４

２．３７７

１．６１４

５．６５１本

１．８０８

．８５７

９１．６７８

７７５．６２２

２．２９０

２．６２６

３．３１２

５．３０５

．２４５

１．９８４

１．３４７

４．７１８

１．５０９

◇７１５

．０００

４１５６．３１９

２４２３２．０００

４２４７．９９７

２２０．４６６

１４５８．６５２

１．１７０

２．７８５

２１．８０７

１３．４９１

．９９６

．３２４

．６２６

３７．０４６

９．４４８

１．０１３

．０００

４１４９．３８４

５１６４６．０００

４３６９．８５０

１２．６５４＊*＊

１７５８．０２５*＊＊

１．４１０

３．３５８

２６．２８３*＊＊

１６．２６１＊＊＊

１．２０１

．３９１

．７５５

４４．６５＊＊＊

１１．３８７*＊

１．２２１

９３７．１３０

９．４３７

２．０３０

１７．４６４

５６．７７６

２８．０３１

．６８３

．００１

３．６１０

１１６．０６９

１９．７３１

２．１４０

．０００

３７９７．８９９

４７３６．６０４

４７３５．０２９

修 正 モ デ ル

切片

親きょうだぃ摘幸 9類

友人個報源

恋人桐報源

先蛮1ｆ１報源

教師↑育報源

教科書摘報源

コミックス摘報源

AVｲ育報源

インターネット１宵報源

その他憎報源

摘報諒特になし

誤差

糸釜和

(修正総和

２１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

４７９１

４８１３

４８１２

４８１．７８５

９５．５７７

１．６９６

６．３１６

２．２９０

９．７６３

．４７２

．３１６

５．４９２

２２．１０６

２．６９９

１．０３０

．０００

．８４９

８．２０３

１４．９４２

４．１３２

３８．２３８

２８０３．７３７

36845.000

３２８５．５２１

＊ｇｐ＜､０５．＊＊:ｐ＜､０１、＊*＊:ｐ＜､００１
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表－７性交情報源および個人の特徴変数と性のイメージ得点のＧＬＭ分析結果

８０６．８１３

８３．４４８

１．５２６

３．８００

１．００８

５．１９３

．０１９

．７６８

２．６８１

３２．２４０

７．１１０

．８８３

．０００

５．３４１

１４．２１３

４４．００３

４．８８５

５６．１２８

２９０７．７２９

４２０７３合０００

３７１４．５４２

自曜しさ

、２７１

表－６性交情報源変数と性のイメージ得点のＧＬＭ分析結果

４３．１３４＊＊

１３８．２９９＊＊

２．５２９

６．２９８＊

１．６７２

８．６０７＊＊

、０３２

１．２７３

４．４４４＊

５３．４３３＊＊

１１．７８５＊＊

１．４６４

きれいさ

、１０３

よさ

‐２１７

５

２

１

４７１０

４７４２

４７４１

＊:ｐ＜､０５．＊＊ｇｐ＜･Ｏ１・＊＊＊:ｐ＜､００１

３９８．７８２

１５７．２３５

１．２１８

．５９６

１．２７５

４．３６１

．７１５

．０００

．０００

４．８４１

５．２４０

．８９５

．０００

３．５６６

６３．２０１

１１．４２３

４．４９６

７５．１８８

３９０５．７７５

５０７９４．０００

４３０４．５５７

１６．１６９＊＊

１９７．６２２＊＊

１．５３１

．７４９

１．６０３

５．４８２＊

、９００

．００１

．００１

６．０８５＊

６．５８７＊

１．１２６

５７．８４９＊＊

１２６．３８１＊＊

１．０７５

１４．０９４＊＊

５．５２９＊

１２．４０８＊＊

、００３

．３９２

７．５９８＊＊

５６．１４３＊＊

３４．１９８＊＊

、０６７

２６．９４＊＊

１６５．６７３＊＊

２．９４０

１０．９４８＊＊

３．９７＊

１６．９２４＊＊

、８１８

．５４８

９．５２１＊＊

３８．３１８＊＊

４．６７９＊

１．７８５

１０２８．４１５

７２．４７６

－６１６

８．０８２

３．１７１

７．１１５

．００１

．２２５

４．３５７

３２．１９７

１９．６１１

．０３８

．０００

７．２８４

４８－５１９

３４．４００

３．７８６

３５．３０９

２７６９．８８６

４１０５０．０００

３７９８．３００

１７．８７３＊＊

８１．１５４＊＊

１．７２８

１．２７３

６．５７６＊

９．０８７＊＊

２．５５０

３．７６４＋

３．４７８

９．５４１＊＊

４．０９３＊

２．１９４

５３．７６９＊＊

２．５５３

４．０３２＊

１１．０２＊＊

７．１５９＊＊

２０．１８３＊＊

、６５０

．７８フ

８．６１２＊＊

５４．２４８＊＊

１８．４８２＊＊

２．５３０

３１

１

１

１

１

１

１

１

３３０．７８２

４８．４５２

１．０３２

．７６０

３．９２６

５．４２５
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年齢を除く４つの個人の特徴変数において統計的有意差が確認された。楽しさの点数では、

情報源変数のみの場合と異なり、コミックス情報源の違いが表れ、地域を除く個人の特徴

変数で統計的有意差があるという結果であった。きれいさの点数では、教科書'情報源で限

界的な有意差が表出し、友人情報源の有意差が消失した。個人の特徴変数については、地

域が限界的であるものの統計的に有意という結果であった。よさの点数は、統計的な有意

差が恋人'情報源で消滅し、コミックスで表出した。地域を除く４つの個人の特徴変数で統

計的有意が確認された。軽さの点数は恋人とＡＶ情報源の統計的有意差が消失し、いずれ

の個人の特徴変数にも統計的有意差は認められなかった。最後に、恥ずかしさの点数では、

性交情報源変数のみのモデルとの変化は見られず、性別、学校種別、性交経験でカテゴリ

間の統計的有意差があるという結果となった。

５．考察

本研究における分析結果から、まず性交に関する情報源の選択は個人の特徴により異な

ることが明確になった。女子はコミックスや雑誌などから、一方男子はポルノ雑誌やビデ

オとインターネットから性交に関する‘情報を得ていることが分かった。友人は青少年にとっ

て重要な性に関する情報源であることが分かるが、年齢が上がるほど情報源数も増え、イ

ンターネットなどの人以外のメディアが付加されてくる様子が見える。学校現場での貴重

な情報源として、教科書は中学、教師は高校生により活用されている傾向が見受けられ、

大都市と比較して町村や中都市でも教師や教科書がより活用されている様子が見受けられ

た。このような視点については、青少年の健全な育成のための社会環境の整備を考える上

で、意識されるべきであろう。性に関する情報源の活用において、地域の違いもあること

などから、地域固有の取り組みの有用‘性も示唆される。

次に、分析結果から、活用している性交の情報源の種類と活用のしかたと性のイメージ、

特に明るさ、楽しさやよさといったポジティブなイメージとの関係性も明らかになった。

同じ情報源であっても、単独の情報源となっている場合と複数の情報源の一つとして活用

されている場合の違いが表れた。たとえば、インターネットやコミックスを‘性交の情報源

と選択する場合、他のものと複合的に活用している場合では、ポジティブなイメージと関

連しているが、単独の場合はそれとは反対の傾向がある様子が見受けられた。全体的に、

複数の性交'情報源の活用はポジティブな性のイメージと関連している傾向があり、これは

年齢も関連していることが予測される。個人の特徴の中でも特に性交経験は性のイメージ

と関連していることが確認された。また、性交経験のある場合に恋人、コミックス、ＡＶ

を性交の’情報源とする割合が、性交経験のない場合と比較して高く、′性交経験は性に関す

る'情報源との関連も強い様子がうかがえた。本研究では、‘性のイメージについて、たとえ

ばハイリスクな性行動との関連するようなものと言うよりはむしろ、中立的なイメージを

分析の対象とした。ポジティブなイメージをもつことが必ずしもハイリスクな性行動を助

長するともいえず、むしろポジティブなイメージは健全なものであると言えるかもしれな

い。一般に、複数の'情報源を活用することは、視野を広く持ち判断材料とすることができ

る力である「メディアリテラシー」の高さにつながることも推測されうる。以上から、本

研究結果から限定的であるが、複数の情報源から判断材料を得ることができる力をつける

ことの重要性の確認もできると言えるかもしれない。
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友人、恋人、先輩など青少年にとってより年齢の近い情報源が性のイメージと安定的に

関連しており、一方で親きょうだいや教師などの「大人」は性のイメージとの関連が薄い

という結果となった。また、ＡＶ，コミックス、インターネットなどの性のイメージとの

関連性が確認された一方、教科書を情報源とした性のイメージとの関連性がないことが明

らかになった。これらのことから、同世代間でのコミュニケーションで健全な'性に対する

イメージを醸成できる社会環境の整備の必要性が確認できる。つまり、周囲の大人がどの

ようなどのような接し方をしているのか見直し、青少年を取り巻く環境を理解したうえで、

環境に対する規制だけでなく、環境との付き合い方ができる力をつけることを、同世代同

士でしていく促しも考えることができよう。

本研究における限界として、まず分析対象としたのは一時点のデータであるため、分析

結果から言えることは情報源と'性のイメージの関連に留まり、因果関係について言及でき

ない。さらに、本研究では、性のイメージと性に関する行動との関連'性を見ることまでし

ていない。このような分析は、構造化方程式モデルを用いてより高度な分析が必要であり、

情報源と個人の特徴の関連のしかたといったさらに詳細かつ複雑な分析と合わせて、次の

取り組み課題としたい。

６．まとめ

本研究は、全国的な調査のデータの二次分析により、青少年の性交の情報源の活用の状

況と'情報源の活用のしかたとそれらの性のイメージの関係性について探索した。本稿では、

違いや関連'性について細かく言及することはできなかった。また、′性のイメージと‘性行動

との関連や属性との関係のしかたなど、さらなる分析が必要である。しかし、健全な性行

動を導く性のイメージの形成に貢献するような、青少年を取り巻く教育的あるいは社会的

社会環境の整備に、綿密な分析結果を活かしていく意義を確認することができたといえる。
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ThisstudyexaminedhowJapaneseadolescentsusesexualinfbmlationsources

andexploredtherelationshipbetweentheseinfbrmationsourcｅｓａｎｄｉｍａｇｅｓｏｆｓｅｘ・

IconductedsecondarydataanalyseｓｏｎｔｈｅｄａｔａｆｉＰｏｍｔｈｅ６ｔｈＷａｖｅｓｏｆＪａpanese

Adolescents，SexualBehaviorSurvey，whichwasoriginallyconductedin2005・The

resultsshowedthatpersonalcharacteristicsarerelatedtothetypesofsexual

infbrmationsourcesa､dwaysofchoosingthemTheyalsoshowedspecificsexual

infbmlationsouｒｃｅｓｉｎｔｅｒｍｓｏｆｔｈｅｔｙｐｅｓａｎｄｕｓａｇｅ（withorwithoutother

infbrmationsources）arerelatedtoimagesofsex・Althoughfilrtherexplorationand

utilizationofadvancedstatisticalmethodsareneeded，thisstudyaffirmedthe

importanceofconsideringvarlouskeyinfbrmationsources（e､g､，Internet，other

media,andpeoplesharingcloserelations,suchasfFiendsandparents）fbrclarifying

theapproachesfbrsexualeducation・Withdeeperunderstandingofsuchsexual

infbrmationsourcesandtheirinfluenceonadolescents，moreeffectiveand

appropnateapproachescanbestrategizedfbrthedevelopmentofsoundsexual

attitudesyieldinghealthysexualbehavior．
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